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はじめに

問題解決型アプローチ

　すべての職員に対し、

• インシデントアクシデント経験の共有
• インシデントアクシデント活用
• 分析から改善策を導く
• 学びと実践に結びつける

参考：「安全な医療を提供するための１０の要点」



仙台社会保険病院概要

病院理念

　　　「良質で安全な思いやりのある医療」

　　　　　　病床数　４２０床　　職員数：610名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

IT環境　　　院内LANが整備されている
　　　　　　　電子カルテ・オーダーリングシステム未導入

インシデント報告数　　９００～１０００件／年

開発・研究期間平成１７年１月から８月



目的

• 医療安全活動の活性化と効率化

＜コンセプト＞

　　Safe Master＝安全を教える （道具）
＜利用効果＞　　　

　　　　安全に対する知識向上

　　　　　　リスク感性の向上

　　　　　　　　安全への意識改革

　　　　　　　　　　医療安全活動に全職員が参画



導入前に予測された問題点

• パソコン操作が苦手な職員は、システム操作が
できないのではないか？

• 記述報告内容が短文になるのではないか？

• パソコンを使ってインシデント報告を行なうと報告
件数が減るのではないか？

• 職員がパソコンで報告を見たり、学習する時間
が持てるのか？



導入方法・経過

• 開発メンバー　　医師・看護師・薬剤師・事務職員
• 平成17年6月　　各部署2名（全体数で約７０名）
に操作方法を指導（延べ１０日間）

• 指導を受けた職員が各部署内でシステム操作
指導・普及にあたった

• 平成17年6月～8月　　パソコン端末から入力練
　　　　　　習を開始（約３ヶ月間）

• 操作練習をしながらシステムの機能調整
• 平成１７年９月～　　　　システム本稼動



院内安全ニュース



結果

• システム操作はレベルの差はあるが、問題な
くできた

• インシデントアクシデント報告は導入前より　
１３％から１７％増加した（9月・10月）

• インシデント記述報告は導入前平均２４４文
字から、導入後平均１２３６文字に増加
　　　（導入前後無作為抽出各10報告、文字カウント平均）

• 勤務時間外にシステムを活用しているが、勤
務場所での活用に限界がある



考察

• 情報をリアルタイムにフィードバックする
　　　　　　　リスクに対する感性を高める

　　　　　　　情報が安全教育の教材になる

• 事故に至った経緯や経過を知る
　　　　　インシデントを自分の身において考える

　　　　　将来遭遇するものとして心に構える

　　　　　危険予測のための知識として習得する



まとめ・今後の課題
まとめ

• インシデント報告件数は高まった
• 報告されたインシデント内容への関心が高まった
• 全職員が医療安全情報を安易に得られる環境
• 医療安全への参画への意識改革につながった
　　　　　　　　　　

課題

• 研修コンテンツ効果と利用評価
• 継続した評価と活用方法の継続
• 部署内以外の休憩時間・勤務時間内外にパソコン操作
に専念できる場所の検討　　　　　　　　


